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9３ 

「
現
代
は
誕
生
の
と
き
で
あ
り
、
新
た
な
時
代
へ
の
過
渡
期
で
あ
る
。
…
精
神
は
新
た
に
自
分
を
形
成
し
な
お
す
仕
事
に
と
り
か
か

（
１
）
 

っ
て
い
る
。
」
（
『
精
神
現
象
学
』
序
文
）
『
精
神
現
象
学
』
は
、
自
然
な
意
識
か
ら
、
教
養
形
成
を
重
ね
て
、
精
神
の
自
己
知
で
あ
る
絶

対
知
の
境
地
へ
と
進
む
階
梯
ご
と
に
、
認
識
論
的
な
問
題
か
ら
自
然
哲
学
的
な
問
題
、
実
践
哲
学
的
な
問
題
、
さ
ら
に
は
宗
教
哲
学
的

な
問
題
な
ど
、
歴
史
上
の
知
的
遺
産
を
配
し
て
、
「
精
神
は
新
た
に
自
分
を
形
成
し
な
お
す
仕
事
に
と
り
か
か
っ
て
い
る
」
さ
ま
を
見

せ
て
く
れ
る
。
た
だ
、
『
精
神
現
象
学
』
は
、
成
立
事
情
や
構
想
の
一
貫
性
ｌ
変
化
の
問
題
を
孕
む
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
問
題

（
２
）
 

を
抱
陰
え
て
い
る
。
本
稿
は
そ
う
し
た
問
題
に
踏
糸
込
承
は
し
な
い
が
、
『
精
神
現
象
学
』
の
問
題
性
は
、
人
倫
と
道
徳
性
の
関
係
に
も

影
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
『
法
哲
学
』
（
一
八
一
二
）
は
、
「
道
徳
性
」
を
、
近
世
に
お
け
る
主
観
性
の
立
場
と
し
て
称
揚
し
な
が
ら
も
、

そ
の
形
式
的
主
観
性
を
「
人
倫
」
へ
と
止
揚
し
て
、
「
人
倫
」
の
構
成
契
機
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
「
人
倫
」
は
、
自
由

な
意
志
の
展
開
の
成
果
と
い
う
意
味
を
も
つ
に
し
て
も
、
「
道
徳
性
」
に
対
し
て
高
い
次
元
に
お
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
精

神
現
象
学
』
は
、
「
Ⅵ
、
精
神
」
章
で
、
「
Ａ
真
の
精
神
人
倫
」
か
ら
「
Ｂ
自
己
か
ら
疎
外
さ
れ
た
精
神
教
養
」
を
へ
て
、

「
Ｃ
自
己
確
信
的
精
神
道
徳
性
」
へ
と
展
開
す
る
。
「
道
徳
性
」
は
、
「
人
倫
」
に
対
し
て
高
い
境
地
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

「
人
倫
的
実
体
の
生
成
」
と
「
道
徳
性
の
生
成
」

は
じ
め
に

Ｉ
ヘ
ー
ゲ
ル
『
精
神
現
象
学
』
「
理
性
」
章
Ｂ
冒
頭
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
１
１滝
口
清
栄
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9４ 
し
て
ゑ
る
と
、
『
精
神
現
象
学
』
は
、
道
徳
性
と
人
倫
の
関
係
に
つ
い
て
、
『
法
哲
学
』
と
は
、
正
反
対
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
よ
う
に

設
え
る
。
ま
た
、
イ
ェ
ー
ナ
期
を
通
し
て
、
『
自
然
法
論
文
』
（
一
八
○
二
、
一
一
以
降
執
筆
）
、
『
人
倫
の
体
系
』
（
一
八
○
三
夏
か
ら
一

八
○
三
／
○
四
冬
に
執
筆
）
、
『
イ
ェ
ー
ナ
体
系
構
想
Ｉ
』
Ｃ
八
○
三
夏
か
ら
一
八
○
三
／
○
四
冬
執
筆
）
、
『
イ
ェ
ー
ナ
体
系
構
想
Ⅲ
』

二
八
○
五
秋
か
ら
一
八
○
六
夏
執
筆
）
と
い
う
よ
う
に
、
社
会
哲
学
的
思
索
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
カ
ン
ト
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
形
式

主
義
的
な
「
道
徳
性
」
に
対
し
て
、
「
人
倫
」
を
高
次
の
も
の
と
す
る
と
い
う
観
点
は
、
す
で
に
『
自
然
法
論
文
』
で
立
て
ら
れ
て
お

り
、
イ
ェ
ー
ナ
期
人
倫
構
想
の
到
達
点
を
示
す
『
イ
ェ
ー
ナ
体
系
構
想
Ⅲ
』
で
は
、
人
倫
は
、
分
節
化
し
た
有
機
組
織
と
し
て
、
道
徳

（
３
）
 

性
は
、
そ
の
な
か
の
「
各
身
分
の
気
構
レ
ヱ
、
各
身
分
の
自
己
意
識
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
、
具
体
的
な
定

住
を
越
え
た
宗
教
へ
の
高
揚
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
道
徳
性
と
人
倫
と
の
こ
の
よ
う
な
関
係
は
、
後
の
『
法
哲
学
』
を
支
え

る
基
本
的
な
観
点
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
『
精
神
現
象
学
』
は
、
イ
ェ
ー
ナ
期
の
社
会
哲
学
的
な
思
索
を
遮
り
、
さ
ら
に
は
関
係
を
逆

転
さ
せ
て
い
る
か
に
承
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
Ｊ
・
リ
ッ
タ
ー
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
『
法
哲
学
』
の
（
霜
徳
性
」
章
は
、
『
法
哲
学
』
の
た
ん
な
る
一
章
な
の
で
は
な
く
、

道
徳
性
に
根
ざ
す
自
己
意
識
的
自
由
は
、
全
体
に
わ
た
る
問
題
と
な
る
。
つ
ま
り
、
人
倫
と
い
う
制
度
の
体
系
は
、
自
己
意
識
的
自
由

と
い
う
主
観
性
に
よ
っ
て
鰺
透
さ
れ
て
こ
そ
、
人
倫
に
値
す
る
と
い
う
点
か
ら
し
て
、
自
己
意
識
は
、
人
倫
を
支
え
る
知
の
契
機
と
い

っ
て
よ
い
。
『
精
神
現
象
学
』
の
「
精
神
」
章
「
自
己
確
信
的
精
神
、
道
徳
性
」
、
と
り
わ
け
そ
の
完
成
形
態
で
あ
る
「
良
心
」
は
、
こ

の
よ
う
な
観
点
と
無
縁
な
わ
け
で
は
な
い
。
『
鯖
神
現
象
学
』
の
「
良
心
」
が
、
実
践
哲
学
的
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

か
、
こ
う
い
た
視
点
か
ら
、
「
良
心
」
を
読
糸
解
く
な
ら
ば
、
む
し
ろ
、
リ
ッ
タ
ー
が
『
法
哲
学
』
に
読
象
取
っ
た
道
徳
性
ｌ
人
倫
関

（
５
）
 

係
に
通
じ
る
面
が
浮
か
び
上
が
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
『
精
神
現
象
学
』
の
「
理
性
」
章
「
Ｂ
、
理
性
的
自
己
意
識
の
、
自
己
自
身
に

よ
る
実
現
」
冒
頭
の
読
解
を
通
し
て
、
そ
こ
か
ら
二
つ
の
「
道
徳
性
」
ｌ
「
理
性
」
章
「
Ｑ
自
分
で
は
奮
っ
た
く
実
在
的
で
あ
る

と
思
う
個
人
」
の
「
立
法
理
性
」
、
「
査
法
理
性
」
と
、
「
精
神
」
章
「
Ｃ
、
自
己
確
信
的
精
神
、
道
徳
徳
」
と
り
わ
け
そ
の
完
成
形
態
で

あ
る
「
良
心
」
ｌ
が
、
い
か
な
る
位
濡
を
も
っ
て
い
る
の
か
を
横
諭
し
（
第
二
章
）
、
さ
ら
に
、
「
事
そ
の
も
の
（
…
…
一
意
（
）
」

の
成
立
と
位
相
を
踏
ま
え
て
（
第
三
章
）
、
「
事
そ
の
も
の
」
を
機
軸
に
し
て
、
二
つ
の
「
道
徳
性
の
生
成
」
の
位
相
差
と
、
そ
の
第
二
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9５ 

自
己
意
識
は
、
観
察
（
「
Ａ
、
観
察
す
る
理
性
」
）
を
通
し
て
、
物
を
自
己
と
し
て
、
ま
た
自
己
を
物
と
し
て
見
い
だ
し
て
、
自
己
が

自
立
的
で
あ
り
つ
つ
、
即
自
的
に
は
「
対
象
的
な
現
実
」
（
一
九
三
）
で
あ
る
）
」
と
を
自
覚
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
自
己
意

識
は
、
二
重
化
し
な
が
ら
も
、
他
の
自
立
的
な
自
己
意
識
と
の
統
一
を
確
信
し
て
い
る
。
こ
の
確
信
に
し
た
が
っ
て
、
行
為
を
通
し
て

世
界
（
ヨ
ｇ
）
と
関
わ
る
境
位
が
、
「
理
性
」
章
Ｂ
、
Ｃ
で
あ
る
。
「
理
性
」
章
Ｂ
冒
頭
は
、
こ
う
し
た
自
己
意
識
の
「
世
界
経
験
」

（
一
九
七
）
を
、
「
理
性
」
章
の
範
囲
で
述
べ
た
も
の
と
象
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
Ｂ
冒
頭
の
叙
述
に
よ
れ
ば
、
こ
の
世
界
経
験
は
、

「
人
倫
的
実
体
の
生
成
」
と
「
道
徳
性
の
生
成
」
と
い
う
二
重
の
意
義
を
も
ち
、
し
か
も
、
「
道
徳
性
の
生
成
」
は
、
「
対
自
存
在
に
属

す
る
側
面
」
と
「
実
体
そ
れ
自
身
か
ら
出
て
く
る
側
面
」
（
一
九
七
）
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
こ
の
第
二
の
面
で
、
「
精

神
」
章
「
良
心
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
問
題
と
な
る
の
は
、
冒
頭
の
第
三
段
階
か
ら
第
一
一
段
階
ま
で
で
あ
る
が
（
金
子

武
蔵
訳
で
は
、
第
三
段
階
か
ら
六
段
階
ま
で
、
「
目
標
と
し
て
の
人
倫
の
国
」
、
第
七
段
階
か
ら
一
一
段
階
ま
で
は
、
「
道
徳
性
の
生
成
」

と
い
う
小
見
出
し
が
付
け
ら
れ
て
い
る
）
、
道
徳
性
ｌ
人
倫
関
係
を
解
く
上
で
、
要
に
な
る
箇
所
を
、
省
略
し
な
が
ら
で
は
あ
る
が
、

揚
げ
て
お
こ
う
（
〔
〕
内
は
段
落
番
号
、
ペ
ー
ジ
）
。

い
「
人
倫
的
実
体
の
生
成
』
と
「
道
徳
性
の
生
成
」
ｌ
資
料
Ｉ

の
面
の
独
自
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
（
第
四
章
）
。
「
理
性
」
章
Ｂ
冒
頭
は
、
『
精
神
現
象
学
』
の
道
徳
性
と
人
倫
の
関
係
を

見
る
上
で
鍵
を
に
ぎ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
十
分
な
目
配
り
が
な
さ
れ
た
と
は
言
い
が
た
い
。
し
か
も
、
冒
頭
の
こ
れ
ま
で

の
解
釈
に
は
混
乱
が
見
ら
れ
、
問
題
が
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
（
第
一
章
）
。
『
精
神
現
象
学
』
は
、
け
っ
し
て
特
異
な
観
点
を
打
ち

出
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
「
法
哲
学
』
の
道
徳
性
ｌ
人
倫
関
係
の
原
型
は
、
『
精
神
現
象
学
』
に
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。

「
精
神
」
章
「
良
心
」
か
ら
は
、
「
精
神
は
新
た
に
自
分
を
形
成
し
な
お
す
仕
事
に
と
り
か
か
っ
て
い
る
」
と
い
う
歴
史
意
識
が
読
み

取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

「
理
性
」
章
Ｂ
冒
頭
を
め
ぐ
る
諸
解
釈

Hosei University Repository



9６ 
〔
一
一
一
、
一
九
四
〕
他
の
自
由
な
自
己
意
識
の
う
ち
で
自
己
自
身
を
確
信
し
、
こ
の
な
か
で
自
己
の
確
信
を
も
つ
、
承
認
さ
れ
た
自

己
意
識
と
い
う
概
念
が
、
わ
れ
わ
れ
に
は
、
す
で
に
生
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
実
在
性
の
か
た
ち
で
わ
れ
わ
れ
が
取
り
上
げ
る
と
、

言
い
か
え
れ
ば
、
ま
だ
こ
の
内
な
る
精
神
を
、
す
で
に
定
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
実
体
と
し
て
取
り
出
し
て
ふ
る
と
、
こ
の
概
念
の

な
か
に
、
人
倫
の
国
が
開
け
て
く
る
。
な
ぜ
な
ら
、
人
倫
と
は
、
諸
々
の
個
体
が
現
実
に
自
立
的
で
あ
り
な
が
ら
、
か
れ
ら
の
本
質

が
絶
対
的
に
精
神
的
に
一
体
化
し
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
…

〔
四
、
一
九
四
〕
…
自
己
意
識
的
理
性
の
実
現
と
い
う
概
念
は
、
実
際
に
、
一
つ
の
国
民
（
ぐ
・
房
）
の
生
活
に
お
い
て
そ
の
完
全
な

実
在
を
も
っ
て
い
る
。
…
こ
こ
で
、
各
人
は
、
自
分
の
個
別
性
を
犠
牲
に
し
て
、
こ
の
普
遍
的
な
実
体
を
も
っ
て
魂
と
し
、
本
質
と

す
る
が
、
こ
の
普
遍
的
な
も
の
も
、
ま
た
個
別
者
と
し
て
の
彼
ら
の
行
為
で
あ
り
、
彼
ら
に
よ
っ
て
生
糸
出
さ
れ
た
作
品
（
言
の
『
＠

す
る
が
、
こ
（

な
の
で
あ
る
。

〔
七
、
一
九
五
〕
し
か
し
、
自
己
意
識
は
、
自
分
の
使
命
を
達
成
し
た
と
い
う
こ
の
よ
う
な
幸
福
か
ら
、
ま
た
使
命
の
な
か
に

生
き
る
と
い
う
幸
福
か
ら
離
れ
出
て
し
ま
っ
て
い
る
。
自
己
意
識
は
、
よ
う
や
く
直
接
的
尼
概
念
の
上
で
精
神
で
あ
る
に
す
ぎ
な

〔
八
一
九
五
ｆ
〕
理
性
は
、
こ
の
幸
福
か
ら
離
れ
出
ざ
る
を
え
な
い
。
一
つ
の
自
由
な
国
民
の
生
活
は
、
た
だ
即
自
的
に
、
ま

た
直
接
的
に
実
在
的
な
人
倫
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
…
こ
の
限
定
さ
れ
た
人
倫
的
実
体
は
、
よ
り
高
次
の
契
機
に
い
た
っ
て
、

つ
ま
り
、
み
ず
か
ら
の
本
質
に
つ
い
て
の
意
識
に
い
た
っ
て
初
め
て
、
こ
う
し
た
制
限
を
打
破
す
る
の
で
あ
る
。
．
．
．

□
○
、
一
九
六
〕
あ
る
い
は
、
自
己
意
識
は
、
人
倫
的
実
体
、
一
つ
の
国
民
の
幸
福
の
精
神
で
あ
る
と
い
う
幸
福
を
、
ま
だ
達

成
し
た
の
で
は
な
い
（
と
、
一
一
一
口
う
こ
と
も
で
き
る
）
。
精
神
は
、
観
察
か
ら
立
ち
返
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
最
初
は
、
自
己
自
身
に

よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
し
の
と
し
て
は
、
ま
だ
存
在
し
て
は
い
な
い
。
…
精
神
は
や
っ
と
直
接
的
に
存
在
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ

う
に
直
接
的
に
存
在
す
る
た
め
に
、
精
神
は
個
別
的
で
あ
り
、
実
践
的
な
意
識
な
の
で
あ
る
。
こ
の
意
識
は
、
個
別
者
と
い
う
限
定

を
も
ち
な
が
ら
自
己
を
一
一
重
化
し
、
つ
ま
り
、
自
己
を
、
こ
の
も
の
と
し
て
、
自
己
が
存
在
の
か
た
ち
を
と
っ
た
対
像
と
し
て
産
出

し
て
、
対
象
的
な
実
在
と
ゑ
ず
か
ら
の
現
実
と
の
一
体
性
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
目
標
を
抱
い
て
、
自
分
の
目
の
前
に
見

い
か
ら
で
あ
る
。
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9７ 
い
だ
さ
れ
た
世
界
の
な
か
へ
と
歩
象
入
る
。
…

〔
二
、
一
九
六
〕
か
く
し
て
、
こ
の
よ
う
な
理
性
的
な
自
己
意
識
の
真
理
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
、
人
倫
的
実
体
で
あ
る

が
、
こ
の
意
識
に
と
っ
て
は
、
こ
こ
に
あ
る
の
は
、
こ
の
意
識
が
お
こ
な
う
人
倫
的
な
世
界
経
験
の
始
ま
り
で
あ
る
。
（
①
）
こ
の

自
己
意
識
が
、
ま
だ
人
倫
的
実
体
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
面
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
運
動
は
、
人
倫
的
実
体
に
迫
っ
て
い
く
も
の
で

あ
り
、
こ
の
運
動
の
な
か
で
廃
棄
さ
れ
る
も
の
は
、
こ
の
自
己
意
識
に
孤
立
し
た
か
た
ち
で
妥
当
し
て
い
る
個
々
の
契
機
（
自
然
衝

動
）
で
あ
る
。
…
し
か
し
、
（
②
）
自
己
意
識
が
実
体
の
な
か
に
あ
る
と
い
う
幸
福
を
喪
失
し
た
と
い
う
面
か
ら
す
れ
ば
、
…
人
倫

的
実
体
は
、
自
己
を
喪
失
し
た
述
語
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
、
こ
の
述
語
の
生
き
生
き
と
し
た
主
語
は
、
諸
々
の
個
体
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
諸
個
体
は
、
み
ず
か
ら
の
普
遍
性
を
、
自
己
自
身
に
よ
っ
て
満
た
し
て
、
み
ず
か
ら
の
使
命
は
何
で
あ
る
か
を
、
ゑ
ず
か
ら
配

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
、
（
①
）
前
者
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
（
自
然
衝
動
を
も
つ
意
識
の
）
諸
形
態
（
の
運
動
）
は
、

人
倫
的
実
体
の
生
成
で
あ
り
、
こ
の
実
体
に
先
だ
つ
も
の
で
あ
る
。
（
②
）
後
者
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
諸
形
態
（
の

運
動
）
は
、
人
倫
的
実
体
の
あ
と
に
続
く
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
こ
う
し
た
自
己
意
識
の
た
め
に
、
そ
の
使
命
（
因
め
の
『
百
日
目
曲
）

は
何
で
あ
る
か
を
解
明
す
る
の
で
あ
る
。
（
①
）
前
者
の
面
に
よ
れ
ば
、
諸
点
の
衝
動
の
真
理
と
は
何
か
と
い
う
経
験
が
な
さ
れ
る

運
動
の
な
か
で
、
そ
う
し
た
衝
動
の
直
接
性
、
あ
る
い
は
粗
野
な
姿
は
、
失
わ
れ
て
、
そ
う
し
た
衝
動
の
内
容
は
、
よ
り
高
次
の
も

の
に
移
行
し
て
い
く
。
し
か
し
、
（
②
）
後
者
の
面
に
よ
れ
ば
、
み
ず
か
ら
使
命
を
諸
々
の
衝
動
に
お
く
意
識
の
表
象
が
、
失
わ
れ

て
い
く
も
の
で
あ
る
。
（
①
）
前
者
の
面
に
よ
れ
ば
、
諾
だ
の
衝
動
が
達
成
す
る
目
標
は
、
直
接
的
な
人
倫
的
実
体
で
あ
る
が
、

（
②
）
後
者
の
面
に
よ
れ
ば
、
目
標
は
、
人
倫
的
実
体
が
何
で
あ
る
か
の
意
識
で
あ
り
、
し
か
も
、
こ
の
実
体
を
自
分
自
身
の
本
質

と
し
て
知
る
よ
う
な
意
識
で
あ
る
。
そ
の
か
ぎ
り
で
、
こ
の
運
動
は
、
人
倫
よ
り
い
っ
そ
う
高
次
の
形
態
で
あ
る
道
徳
性
の
生
成
と

言
え
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
形
態
は
、
同
時
に
、
道
徳
性
の
生
成
の
一
つ
の
面
、
つ
ま
り
、
対
自
存
在
に
属
す
る
面
を
な

す
に
す
ぎ
な
い
。
言
い
か
え
れ
ば
、
意
識
が
染
ず
か
ら
の
諸
目
的
を
廃
棄
し
て
い
く
面
を
な
す
に
す
ぎ
ず
、
道
徳
性
が
人
倫
的
実
体

自
身
か
ら
出
て
く
る
と
い
う
面
な
の
で
は
な
い
。
（
道
徳
性
が
生
成
す
る
）
こ
れ
ら
の
契
機
は
、
失
わ
れ
た
人
倫
に
対
抗
し
て
目
的

と
さ
れ
る
だ
け
の
意
義
を
、
ま
だ
も
ち
え
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
契
機
は
、
こ
こ
で
は
、
な
る
ほ
ど
そ
の
素
朴
な
内
容
に
し
た
が
っ
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■ 

9８ 

(2) 

③
金
子
武
蔵

「
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
人
倫
と
か
か
る
理
性
と
の
関
係
に
つ
い
て
一
一
様
の
解
釈
を
も
ち
出
し
て
い
る
。
即
ち
一
方
か
ら
言
う
と
、
行
為
的

理
性
は
た
し
か
に
人
倫
を
目
標
と
し
て
進
ん
で
い
く
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
他
方
で
は
人
倫
は
そ
の
ま
ま
で
は
目
標
と
は
な
り

え
な
い
限
界
を
負
う
た
し
の
で
あ
る
。
…
我
を
近
代
人
は
真
実
の
個
別
に
目
ざ
め
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ギ
リ
シ
ャ
的
人
倫
を
達
成

す
る
こ
と
が
我
☆
の
目
標
で
あ
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
こ
の
さ
い
人
倫
を
達
成
す
る
こ
と
が
我
点
の
目
標
で
は
な
く
、
そ
れ
を
恢
復
す
る

こ
と
が
我
々
の
課
題
で
あ
る
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
と
、
達
成
す
る
と
い
う
こ
と
と
恢
復
す
る
と
い
う
こ
と

と
は
全
く
同
じ
で
は
な
い
。
…
し
か
し
、
目
標
が
人
倫
に
あ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
道
徳
性
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

（
「
立
法
理
性
」
、
「
査
法
理
性
」
で
）
人
倫
よ
り
も
、
一
段
と
高
い
道
徳
性
に
達
し
た
の
で
あ
る
以
上
、
も
は
や
人
倫
に
つ
い
て
詳
論

す
る
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
す
で
に
人
倫
に
つ
い
て
概
略
の
説
明
を
行
い
、
そ
れ
を
恢
復
す
る
道
を
と
っ

て
、
そ
れ
よ
り
も
一
段
と
高
い
道
徳
性
に
到
達
し
た
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
る
に
へ
Ｉ
ゲ
ル
は
、
Ⅵ
（
「
精
神
」
章
）
の
Ａ
に
お
い

て
人
倫
に
つ
い
て
詳
し
く
再
論
し
、
さ
ら
に
Ｃ
で
再
び
道
徳
性
に
つ
い
て
も
詳
論
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
へ
１
ゲ
ル
に
よ
る
、
道
徳
性
の

生
成
と
人
倫
の
生
成
と
は
同
じ
こ
と
の
対
自
の
面
と
即
自
の
面
と
し
て
一
に
帰
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
Ⅵ
に
お
い
て
人
倫
が
再

び
出
て
く
る
の
は
矛
盾
で
は
な
い
と
も
一
一
口
え
る
が
、
し
か
も
個
点
の
点
は
別
と
し
て
全
体
の
結
構
か
ら
言
え
ば
、
コ
ジ
ッ
ヶ
と
い
う
感

が
深
い
。
…
（
こ
れ
に
は
）
現
象
学
の
成
立
も
ま
た
影
響
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
…
醤
名
に
「
意
識
経
験
の
学
」
と

「
精
神
の
現
象
学
」
と
の
一
一
つ
が
あ
り
、
前
者
の
構
想
で
は
ｖ
（
「
理
性
」
章
）
で
終
り
、
終
っ
た
と
こ
ろ
で
絶
対
知
の
展
開
に
は
い

て
妥
当
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
契
機
が
迫
っ
て
い
く
目
標
は
、
人
倫
的
実
体
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
契
機
が
現
象
す
る
（
前

に
述
べ
た
）
形
式
の
方
が
、
わ
れ
わ
れ
の
時
代
に
は
ぴ
っ
た
り
し
て
お
り
、
意
識
が
糸
ず
か
ら
の
人
倫
的
生
活
を
喪
失
し
た
後
に
な

っ
て
、
そ
の
よ
う
な
生
活
を
求
め
て
諸
形
態
を
繰
り
返
し
て
い
く
の
で
あ
っ
て
承
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
契
機
は
、
む
し
ろ
、
こ
う
し
た

仕
方
の
表
現
の
な
か
で
、
表
象
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

解
釈
と
問
題
点

以
上
を
念
頭
に
お
い
て
、
「
人
倫
的
実
体
の
生
成
」
と
「
道
徳
性
の
生
成
」
を
め
ぐ
る
解
釈
を
、
い
く
つ
か
見
て
お
こ
う
。

（
６
）
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9９ 
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
こ
の
描
想
か
ら
す
る
と
、
行
為
的
理
性
へ
の
入
口
で
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
人
倫
の
国
に
つ
い
て
比
較
的
に

詳
し
い
説
明
を
す
で
に
こ
の
入
口
に
お
い
て
行
い
、
し
た
が
っ
て
人
倫
に
つ
い
て
は
こ
れ
だ
け
で
す
ま
せ
、
そ
う
し
て
Ｃ
の
ｂ
と
ｃ
に

お
い
て
道
徳
性
を
生
成
さ
せ
た
の
は
当
然
で
あ
り
整
合
的
で
あ
る
。
…
し
か
る
に
書
名
が
精
神
の
現
象
学
と
な
っ
て
…
人
倫
も
道
徳
性

も
再
論
せ
ら
れ
る
と
い
う
結
果
を
見
た
の
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」
（
六
九
七
’
六
九
九
頁
）

さ
て
、
こ
の
場
合
、
現
象
学
の
構
想
の
変
化
の
問
題
は
お
く
と
し
て
、
「
理
性
」
章
に
お
け
る
「
人
倫
的
実
体
の
生
成
」
と
「
道
徳
性

の
生
成
」
と
い
う
二
面
性
に
言
及
す
る
さ
い
、
「
人
倫
よ
り
も
、
一
段
と
高
い
道
徳
性
に
達
し
た
の
で
あ
る
以
上
、
も
は
や
人
倫
に
つ

い
て
詳
論
す
る
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
す
で
に
人
倫
に
つ
い
て
概
略
の
説
明
を
行
い
、
そ
れ
を
恢
復
す
る

道
を
と
っ
て
、
そ
れ
よ
り
も
一
段
と
高
い
道
徳
性
に
到
達
し
た
の
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
「
理
性
」
章
Ｂ
、
Ｃ
の

展
開
が
－
．
道
徳
性
の
生
成
‐
｜
と
い
う
か
た
ち
で
「
表
象
」
さ
れ
な
が
ら
、
な
ぜ
、
「
人
倫
的
実
体
の
生
成
」
に
席
を
譲
る
こ
と
に
な
る

の
か
、
「
道
徳
性
の
生
成
」
で
も
〈
対
自
存
在
に
属
す
る
面
〉
と
〈
人
倫
的
実
体
か
ら
出
て
く
る
面
〉
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な

意
図
で
区
別
さ
れ
て
い
る
の
か
は
、
十
分
に
説
明
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
区
別
を
す
れ
ば
、
前
者
と
後
者
の
位
置
価
の
違
い
、
そ
れ

か
ら
、
後
者
の
側
面
が
何
を
意
味
す
る
か
、
人
倫
の
問
題
に
と
っ
て
い
か
な
る
位
置
に
あ
る
の
か
も
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

い⑦⑭】
、
Ｉ

Ｃ
 

ノ
ー

か
ら
、
後
者
の
側（７
）
 

⑥
イ
ポ
リ
ッ
ト

「
（
「
人
倫
的
実
体
の
生
成
」
と
「
道
徳
性
の
生
成
」
と
い
う
）
二
つ
の
側
面
が
本
質
的
に
は
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、

あ
き
ら
か
で
あ
る
。
一
方
に
お
い
て
は
、
実
践
的
自
我
は
そ
の
孤
立
の
状
態
に
お
い
て
定
立
さ
れ
、
自
分
の
さ
ま
ざ
ま
な
衝
動
を
の
り

こ
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
体
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
が
、
他
方
に
お
い
て
は
、
こ
の
自
我
は
、
み
ず
か
ら
す
す
ん
で
あ
の
実
体
的
直

接
的
な
生
活
か
ら
分
離
し
、
実
体
の
思
惟
へ
、
道
徳
性
へ
と
高
ま
る
の
で
あ
る
。
前
者
の
道
の
ほ
う
が
、
現
象
学
的
発
展
の
法
則
に
い

っ
そ
う
適
合
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
じ
っ
さ
い
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
し
た
が
っ
て
い
る
の
は
、
後
者
の
道
な
の
で
あ
る
。
」
ｅ
・

（
８
）
 

フ
ィ
ン
Ｔ
ト
レ
イ
０

フ
ィ
ン
ド
レ
イ
は
、

三
七
九
頁
）

第
一
一
段
落
に
つ
い
て
、
こ
う
述
べ
る
。
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（
、
）

１
１
 

ｈ
ｍ
ノ
ー
マ
ン

「
個
人
が
こ
の
場
面
で
追
求
す
る
充
足
は
、
自
分
自
身
の
直
接
的
で
自
然
な
衝
動
の
充
足
で
あ
り
、
社
会
の
福
祉
で
は
な
い
。
こ
の

よ
う
な
個
人
主
義
的
な
満
足
の
追
求
は
、
人
倫
的
意
識
の
十
分
な
発
展
に
先
立
っ
た
り
、
あ
る
い
は
そ
の
後
に
出
て
く
る
。
前
者
の
場

合
、
粗
野
な
衝
動
は
、
習
俗
と
い
う
人
倫
的
生
活
に
服
す
る
こ
と
に
な
り
、
後
者
の
場
合
に
は
、
た
ん
な
る
衝
動
の
生
活
を
意
識
的
に

放
棄
す
る
よ
う
に
な
り
、
道
徳
性
と
い
う
内
的
気
概
え
に
適
合
す
る
よ
う
に
作
ら
れ
た
人
倫
を
進
ん
で
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
る
。
わ

れ
わ
れ
自
身
の
時
代
に
最
も
は
び
こ
る
個
人
主
義
は
、
後
に
述
べ
た
種
類
の
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
れ
か
ら
考
察
す
る
こ
と
に

な
る
の
は
、
こ
う
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
」
（
勺
・
置
ｅ

こ
れ
ら
⑪
何
の
説
明
で
は
、
金
子
解
釈
も
含
め
て
、
「
理
性
」
章
Ｂ
、
Ｃ
が
二
重
の
意
義
を
も
ち
な
が
ら
、
そ
し
て
「
道
徳
性
の
生

成
」
が
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
「
表
象
」
で
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
「
人
倫
」
が
目
標
と
な
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
判

然
と
し
な
い
。
ま
た
、
「
道
徳
性
の
生
成
」
の
第
一
の
面
か
ら
区
別
さ
れ
る
「
人
倫
的
実
体
自
身
か
ら
出
て
く
る
面
」
が
い
か
な
る
意

（
９
）
 

味
を
も
つ
か
と
い
う
点
が
視
野
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
フ
ィ
ソ
ク
の
解
釈
も
、
同
様
の
問
題
を
も
っ
て
い
る
。

「
（
「
人
倫
的
実
体
の
生
成
」
と
「
道
徳
性
の
生
成
」
と
い
う
二
つ
の
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
）
こ
の
こ
と
か
ら
若
干
の
問
題
が
生
じ
る
。

…
さ
て
、
『
道
徳
性
は
人
倫
よ
り
一
段
と
高
い
状
態
ま
た
は
態
度
で
あ
る
』
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
Ⅵ
Ａ
（
真
の
人
倫
）
や
、

ｖ
、
Ⅵ
Ｂ
（
自
己
か
ら
疎
外
さ
れ
た
精
神
）
よ
り
一
層
高
い
立
場
だ
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
双
方
と
も
扱
い
に

く
い
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
、
「
道
徳
性
」
に
つ
い
て
議
論
を
始
め
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
こ
に
カ
ン
ト
の
道

徳
説
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
カ
ン
ト
の
道
徳
性
は
ｖ
Ｃ
で
議
論
さ
れ
た
道
徳
的
個
人
主
義
の
形
式
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

ゆ
え
歴
史
的
に
自
己
疎
外
さ
れ
た
世
界
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
点
に
問
題
が
あ
る
。
そ
の
上
…
個
人
的
道
徳
的
心
構
え
が
、

人
倫
か
ら
の
抽
象
作
用
で
あ
り
、
…
人
倫
は
道
徳
性
よ
り
一
層
高
度
な
状
態
あ
る
い
は
態
度
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
も
し
わ
れ
わ
れ
が
書
か
れ
た
表
面
上
の
言
葉
に
あ
ま
り
と
ら
わ
れ
な
け
れ
ば
、
そ
の
文
節
か
ら
、
理
路
一
貫
し
た
説
を
汲

ノ
ー
マ
ソ
は
、
第
一

九
頁
）
、
こ
う
述
べ
る
。

一
段
落
の
①
の
面
を
、
「
理
性
」
章
Ｂ
、
Ｃ
に
、
②
の
面
を
、
「
精
神
」
章
に
振
り
分
け
た
上
で
（
で
．
ａ
一
一
一
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③
残
さ
れ
た
検
討
課
題

以
上
、
「
人
倫
的
実
体
の
生
成
」
と
「
道
徳
性
の
生
成
」
を
め
ぐ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
解
釈
を
み
て
お
い
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
面
を
、

「
理
性
」
章
Ｂ
、
Ｃ
の
展
開
と
し
て
染
て
い
く
姿
勢
は
、
ノ
ー
マ
ン
を
除
い
て
は
、
一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
フ
ィ
ン
ク

を
除
い
て
は
、
「
理
性
」
章
Ｂ
、
Ｃ
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
指
摘
す
る
よ
う
に
「
道
徳
性
の
生
成
」
か
ら
の
方
が
表
象
し
や
す
い
と
い
う
点

で
も
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
到
達
点
で
、
な
ぜ
直
接
的
な
人
倫
に
席
を
譲
る
こ
と
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
「
道
徳

性
の
生
成
」
の
第
一
の
面
と
第
二
の
面
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
「
道
徳
性
の
生
成
」
の
第
二
の
面
に
固
有
の
意
義
は
何

か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
検
討
が
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
道
徳
性
は
人
倫
よ
り
高
次
と
い
う
論
点
に
つ
い
て
、
疑
念
が

表
明
さ
れ
て
い
る
が
（
金
子
、
ノ
ー
マ
ン
）
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
人
倫
的
実
体
は
道
徳
性
よ
り
高
次
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
な
い
。
こ

の
点
は
留
意
さ
れ
て
よ
い
。
こ
れ
ら
を
念
頭
に
お
い
て
、
「
道
徳
性
の
生
成
」
の
第
二
の
面
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ

の
検
討
を
通
し
て
こ
そ
、
『
精
神
現
象
学
』
に
お
け
る
道
徳
性
Ｉ
人
倫
関
係
の
位
相
を
突
き
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

象
取
る
こ
と
は
で
き
る
と
思
う
。
…
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
（
直
接
的
な
人
倫
と
道
徳
性
と
い
う
）
一
面
的
な
二
つ
の
極

の
総
合
で
あ
る
。
」
（
弓
・
ヨ
ヨ
》
一
一
一
一
○
’
一
一
一
一
一
頁
）

こ
の
よ
う
な
「
総
合
」
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
語
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
と
さ
れ
る
。
「
理
性
」
章
Ｂ
、
Ｃ
で
「
人
倫
的
実
体
の
生
成
」

が
、
「
精
神
」
章
で
「
道
露
の
生
成
」
が
ｌ
ノ
ー
ラ
と
し
て
は
、
こ
の
章
に
「
道
徳
性
」
が
お
か
れ
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
て

い
る
が
ｌ
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
へ
‐
ゲ
ル
の
真
意
は
、
そ
の
「
総
合
」
に
あ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、

そ
う
し
た
「
総
合
」
を
は
た
し
て
具
体
的
に
述
べ
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
人
倫
的
実
体
の
生
成
」
と
「
道
徳
性
の
生
成
」
の
問

題
を
、
「
理
性
」
章
Ｂ
冒
頭
の
箇
所
に
即
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

「
理
性
、
Ｂ
、
理
性
的
自
己
意
識
の
、
自
己
自
身
に
よ
る
実
現
」
冒
頭
で
、
「
人
倫
的
実
体
の
生
成
」
と
「
道
徳
性
の
生
成
」
が
語
ら

二
「
人
倫
的
実
体
の
生
成
」
と
「
道
徳
性
の
生
成
」
の
関
係

Hosei University Repository



102 
れ
て
い
た
が
、
そ
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
は
、
い
く
つ
か
の
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
「
道
徳
性
の
生
成
」
の

二
つ
の
意
味
の
検
討
は
、
「
精
神
」
章
「
道
徳
性
」
、
そ
の
完
成
形
態
で
あ
る
「
良
心
」
論
の
実
践
哲
学
的
意
味
を
読
詮
と
る
上
で
重
要

に
な
る
。
前
章
で
染
た
い
く
つ
か
の
解
釈
の
問
題
点
を
念
頭
に
お
い
て
、
「
人
倫
的
実
体
の
生
成
」
と
「
道
徳
性
の
生
成
」
の
問
題
を

整
理
し
て
お
こ
う
（
引
用
は
、
二
口
」
か
ら
お
こ
な
う
）
。

⑩
「
人
倫
的
実
体
の
生
成
」

さ
て
、
「
観
察
す
る
理
性
」
か
ら
生
じ
た
の
は
、
「
他
の
自
由
な
自
己
意
識
の
う
ち
で
自
分
自
身
で
あ
る
と
い
う
確
信
を
も
ち
、
ま
た

そ
こ
に
自
分
の
真
実
態
を
も
つ
承
認
さ
れ
た
自
己
意
識
」
の
概
念
で
あ
っ
た
。
こ
の
概
念
を
実
在
性
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
と
こ
ろ
に
、

こ
の
概
念
の
な
か
に
「
人
倫
の
国
」
が
開
け
て
く
る
。
し
か
し
、
実
践
的
理
性
は
、
こ
の
幸
福
を
ま
だ
達
成
し
た
こ
と
が
な
い
。
た
め

に
、
そ
う
し
た
実
体
を
求
め
て
世
界
に
歩
承
入
る
。
行
為
的
理
性
の
諸
衝
動
は
、
「
世
界
経
験
」
の
な
か
で
次
第
に
荒
削
り
な
直
接
性

を
そ
が
れ
て
、
内
容
を
高
め
て
い
く
。
自
己
意
識
の
目
標
は
、
「
人
倫
的
実
体
の
生
成
」
に
な
る
。
た
だ
し
、
人
倫
を
経
験
し
た
こ
と

ば
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
到
達
す
る
の
は
「
直
接
的
な
人
倫
」
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
〈
意
識
の
経
験
〉
と
い
う
現
象
学
の
叙

述
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
、
理
解
し
や
す
い
。

②
「
道
徳
性
の
生
成
」
ｌ
「
対
自
存
在
に
属
す
る
面
」
ｌ

ま
た
、
「
ひ
と
つ
の
自
由
な
民
の
生
活
」
（
ギ
リ
シ
ア
的
人
倫
）
は
、
す
で
に
過
去
の
も
の
で
あ
っ
て
、
現
在
に
は
存
在
し
な
い
。

「
自
己
意
識
が
実
体
の
な
か
に
あ
る
と
い
う
幸
福
を
喪
失
し
た
と
い
う
面
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
諸
個
体
は
、
染
ず
か
ら
の
普
遍
性
を
、

自
己
自
身
に
よ
っ
て
満
た
し
て
、
み
ず
か
ら
の
使
命
は
何
で
あ
る
か
を
、
ゑ
ず
か
ら
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
人
倫
は
、
す
で

に
〈
歴
史
的
に
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
、
現
在
し
な
い
〉
。
こ
の
よ
う
に
あ
く
ま
で
も
〈
個
人
の
行
為
〉
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
過
程
は
、

け
っ
し
て
人
倫
を
「
恢
復
」
（
金
子
）
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
「
自
分
の
使
命
を
諸
衝
動
に
お
く
よ
う
な
意
識
の
誤

っ
た
表
象
」
が
失
わ
れ
て
、
「
人
倫
的
実
体
と
は
何
か
の
意
識
、
し
か
も
人
倫
的
実
体
を
自
己
自
身
の
木
質
と
し
て
知
る
意
識
」
が
生

じ
る
過
程
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
己
意
識
が
、
〈
人
倫
的
実
体
と
は
何
で
あ
る
か
〉
を
自
覚
す
る
と
い
う
〈
知
の
過
程
〉
と
言
え
る
で

あ
ろ
う
。
「
人
倫
的
実
体
と
は
何
で
あ
る
か
の
意
義
」
は
、
「
限
定
さ
れ
た
人
倫
的
実
体
」
と
さ
れ
る
「
直
接
的
に
実
在
的
な
人
倫
」
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（
第
八
段
落
）
の
「
限
定
」
を
越
え
出
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
〈
知
の
過
程
〉
は
、
「
人
倫
よ
り
高
次
の
形
態
、
道
徳
性
の
生
成
」
と

い
う
意
義
を
も
つ
」
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
道
徳
性
の
生
成
」
は
、
理
性
の
場
面
で
は
「
対
自
存
在
（
個
別
的
な
存
在
者
）

に
属
す
る
面
」
と
し
て
、
「
意
識
が
自
分
の
諸
萄
の
目
的
を
廃
棄
し
て
い
く
側
面
」
を
表
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
た
め
に
、
道
徳
性
と

な
る
た
め
の
諸
契
機
は
、
ギ
リ
シ
ア
的
な
「
失
わ
れ
た
人
倫
に
対
抗
し
て
、
目
標
と
さ
れ
る
だ
け
の
意
義
を
も
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
」

こ
こ
に
、
「
理
性
」
章
の
「
道
徳
性
」
の
限
界
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
現
象
学
的
な
叙
述
の
上
で
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
、
第
二
段

落
末
尾
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
道
徳
性
が
生
成
す
る
さ
い
の
「
諸
契
機
が
迫
っ
て
い
く
目
標
は
、
人
倫
的
実
体
で
あ
る
」
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
「
普
遍
的
な
も
の
と
個
体
性
の
相
互
鯵
透
」
（
二
一
四
）
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
抽
象
的
普
遍
」
（
一
一
一
一
四
）
で
あ

る
「
事
そ
の
も
の
（
陵
・
訂
協
一
房
【
）
」
や
、
形
式
的
普
遍
に
立
脚
す
る
立
法
理
性
（
カ
ン
ト
道
徳
性
の
形
式
主
義
）
、
査
法
理
性
は
、

な
る
ほ
ど
、
「
人
倫
的
実
体
と
は
何
か
の
意
識
」
で
は
あ
る
が
、
個
体
性
に
鯵
透
さ
れ
た
普
遍
性
が
、
な
お
形
式
的
抽
象
的
で
あ
り
、

実
体
は
、
個
体
性
の
意
志
と
知
に
お
い
て
成
り
立
つ
に
と
ど
ま
る
た
め
に
、
限
界
を
露
呈
し
て
し
ま
う
。
こ
う
し
て
、
「
精
神
的
実
在
」

（
一
一
一
一
一
五
）
は
、
個
体
性
に
根
拠
を
も
つ
の
で
は
な
く
、
「
即
か
つ
対
自
的
に
存
在
す
る
も
の
」
（
ず
二
・
）
で
あ
る
こ
と
が
自
覚
さ
れ
る

に
し
て
も
、
「
直
接
的
な
存
在
の
形
式
」
（
筐
」
・
）
を
と
る
人
倫
に
席
を
譲
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
「
人
倫
よ
り
高
次
の
形
態
、
道
徳
性
の
生
成
」
と
言
わ
れ
る
さ
い
の
、
「
人
倫
」
は
、
直
接
的
な
人
倫
、
つ
ま
り
ギ
リ
シ
ア
的

人
倫
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
、
行
論
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
「
道
徳
性
」
が
高
次
と
言
わ
れ
る
の
は
、
「
人
倫
」
と
い
う
か
た
ち
で
限

定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
「
人
倫
的
実
体
」
の
本
質
に
つ
い
て
の
知
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
知
が
近
代
の
境
位
に
成
立
す
る
人
倫
共
同

体
の
支
柱
と
な
り
う
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
〃
人
倫
的
実
体
よ
り
高
次
の
道
徳
性
〃
と
い
う
表
現
は
採
ら
れ
な
い
。
「
道
徳

性
」
は
、
あ
く
ま
で
「
人
倫
的
実
体
と
は
何
か
の
意
識
」
と
い
う
位
置
価
を
も
つ
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
道
徳
性
」
は
、
第

一
万
面
に
お
い
て
、
よ
り
積
極
的
な
意
味
を
も
つ
。

③
「
道
徳
性
」
ｌ
「
実
体
自
身
か
ら
出
て
く
る
面
」
１

以
上
、
「
理
性
」
章
に
お
け
る
「
人
倫
的
実
体
の
生
成
」
と
「
道
徳
性
の
生
成
」
の
関
係
を
整
理
し
て
染
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
さ

ら
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
「
道
徳
性
の
生
成
」
で
も
本
来
の
道
徳
性
、
「
人
倫
的
実
体
自
身
か
ら
出
て
く
る
面
」
を
挙
げ
て
い
る
。
「
失
わ
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一
九
一
○
と
も
言
わ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
「
精
神
」
章
冒
頭
で
は
、
「
精
神
は
、
直
接
無
媒
介
の
あ
り
方
（
ギ
リ
シ
ア
的
人
倫
）
を
越

え
て
そ
の
何
た
る
か
の
意
識
に
ま
で
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
一
一
四
○
）
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
本
来
の
道
徳
性
と
し
て

の
「
人
倫
的
実
体
と
は
何
か
の
意
識
」
、
あ
る
い
は
「
染
ず
か
ら
の
本
質
に
つ
い
て
の
意
識
」
は
、
「
精
神
」
章
「
道
徳
性
」
、
と
く
に

そ
の
完
成
形
態
の
「
良
心
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
「
良
心
」
に
は
、
直
接
的
な
人
倫
に
対
抗
し
て
、
〈
人
倫
的
実
体
と
は
何
で
あ
る
か
〉

を
言
い
切
る
威
力
が
備
わ
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
「
良
心
」
は
、
「
精
神
」
章
の
展
開
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
す
ぐ
れ
て
近
代
的
主
体

性
の
最
内
奥
を
示
し
て
い
る
。
し
て
ゑ
る
と
、
「
良
心
」
は
、
近
代
の
境
位
に
立
つ
人
倫
を
根
底
か
ら
支
え
る
主
体
的
な
知
と
い
う
意

義
を
も
つ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
『
精
神
現
象
学
』
の
良
心
論
に
は
、
こ
の
よ
う
な
知
を
積
極
的
に
提
示
す
る
と
い
う
実
践
哲
学
的
モ

チ
ー
フ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
「
道
徳
性
の
生
成
」
の
第
一
一
の
面
は
、
こ
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ひ
る
が
え
っ
て
、
「
精
神
」
章
は
、
「
意
識
の
諸
形
態
」
で
は
な
く
「
世
界
の
諸
形
態
」
（
一
一
四
○
）
を
扱
う
こ
と
か
ら
、
ま
た
、
「
誕

生
の
時
代
」
と
い
う
歴
史
意
識
か
ら
す
れ
ば
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
い
か
な
る
近
代
的
な
世
界
形
態
を
登
場
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
心
が

向
く
で
あ
ろ
う
。
「
精
神
」
章
の
展
開
は
、
「
Ｃ
、
自
己
自
身
を
確
信
す
る
精
神
、
道
徳
性
、
ｃ
、
良
心
」
に
極
ま
る
が
、
〈
良
心
の
相

互
承
認
〉
に
見
合
う
世
界
の
対
象
的
な
形
態
、
た
と
え
ば
新
た
な
人
倫
像
は
、
ど
こ
に
も
見
あ
た
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
思

想
的
に
熟
し
て
い
な
い
た
め
に
、
そ
う
し
た
像
を
描
け
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
『
イ
ェ
ー
ナ
体
系
構
想
Ⅲ
』
（
一
八

○
五
’
○
六
）
が
『
法
哲
学
』
の
人
倫
の
原
型
と
い
え
る
‐
構
想
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
た
ら
な
い
。
「
道
徳
性
の
生
成
」
の
第

二
の
面
な
ら
び
に
「
精
神
」
章
冒
頭
の
先
の
引
用
と
、
「
良
心
」
を
関
連
づ
け
て
み
る
な
ら
ば
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
は
、
そ
も
そ
も
新
た
な

人
倫
像
を
具
体
性
を
も
た
せ
て
提
示
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
近
代
に
お
け
る
人
倫
を
支
え
る
知
の
境
位
を

積
極
的
に
叙
述
す
る
方
に
こ
そ
主
眼
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
な
の
で
あ
る
。
次
章
で
は
、
以
上
を
念
頭
に
お
き
、
「
事
そ
の
も
の
」
の

成
立
を
視
軸
と
し
て
、
「
理
性
」
章
Ｂ
、
Ｃ
の
展
開
を
追
い
、
「
事
そ
の
も
の
」
に
照
ら
し
て
、
「
精
神
」
章
「
良
心
」
と
の
関
連
を
明

れ
た
人
倫
に
対
抗
し
て
、
目
的
と
さ
れ
る
だ
け
の
意
義
を
」
も
ち
う
る
「
人
倫
的
実
体
と
は
何
で
あ
る
か
の
意
識
」
が
、
そ
れ
で
あ
る
ｏ

こ
れ
と
同
じ
こ
と
は
、
「
（
直
接
的
に
実
在
的
な
人
倫
と
い
う
）
こ
の
限
定
さ
れ
た
人
倫
的
実
体
は
、
よ
り
高
次
の
契
機
に
い
た
っ
て
、

つ
士
（
ｈ
く
梁
ず
か
ら
の
本
藤
園
四
コ
Ⅵ
司
制
劉
馴
鋼
に
い
た
っ
て
初
め
て
、
こ
う
し
た
制
限
を
打
破
す
る
」
（
強
調
は
筆
者
、
第
八
段
階
、
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ｕ
「
瀬
そ
の
も
の
一
蔓
ｌ
世
間
と
対
立
す
る
個
体
性
ｌ

さ
て
、
．
「
観
察
す
る
理
性
」
を
通
し
て
、
自
己
意
識
は
、
「
一
一
重
の
自
己
意
識
で
あ
り
な
が
ら
、
ま
た
両
者
が
自
立
的
で
あ
り
な
が
ら

自
己
自
身
と
の
統
一
で
あ
る
と
い
う
確
信
」
（
一
九
三
）
を
も
つ
に
い
た
っ
て
い
た
。
こ
の
意
味
で
、
「
自
己
意
識
は
精
神
で
あ
る
。
」

（
一
一
）
豆
・
）
と
い
っ
て
も
、
概
念
の
上
で
「
精
神
」
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
確
信
を
、
自
己
意
識
の
行
為
を
通
し
て
現
実
の
も
の
と

す
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。
「
み
ず
か
ら
の
普
遍
性
を
、
自
己
自
身
に
よ
っ
て
満
た
し
て
、
…
み
ず
か
ら
配
慮
す
る
」
（
一
九
六
）
自
己

意
識
は
、
世
の
現
実
を
撤
廃
し
て
、
承
ず
か
ら
の
目
的
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
。
「
習
俗
と
生
活
の
徒
」
二
九
八
）
を
幻
と
し
て
、
他

の
自
己
意
識
の
う
ち
に
自
己
を
み
て
、
快
楽
を
追
求
す
る
が
、
世
の
定
め
（
必
然
性
）
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
自
己
意

境
位
を
確
か
め
て
お
こ
う
。

い
「
事
そ
の
も
の
‐
｜
前
｛

「
事
そ
の
も
の
」
は
、
「
理
性
」
章
Ｃ
の
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
問
題
が
及
ぶ
の
は
、
「
理
性
」
章
Ｃ
の
範
囲
と
考
え
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
「
事
そ
の
も
の
」
は
、
「
そ
の
存
在
が
個
別
的
な
個
体
の
行
為
で
あ
り
、
か
つ
す
べ
て
の
個
体
の
行
為
で
あ
る
よ
う

な
実
在
（
尋
の
“
ｇ
）
、
…
精
神
的
な
実
在
」
（
一
一
一
一
七
）
、
「
個
体
性
に
よ
っ
て
穆
透
さ
れ
た
実
体
」
（
一
一
一
一
八
）
、
つ
ま
り
、
「
理
性
」
章

に
お
け
る
〈
精
神
〉
の
生
成
と
い
う
意
義
を
も
つ
。
そ
れ
は
、
「
個
体
の
意
志
と
知
」
に
お
け
る
「
形
式
的
普
遍
性
の
知
」
（
一
一
三
五
）

と
い
う
限
界
を
も
つ
に
し
て
も
、
「
精
神
」
章
で
は
、
こ
の
形
式
的
抽
象
性
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
た
か
に
つ
い
て
、
折
り
に
触
れ
言

及
さ
れ
（
一
一
一
一
一
八
、
一
一
四
九
、
一
一
七
○
、
一
一
九
一
）
、
さ
ら
に
「
良
心
」
と
「
事
そ
の
も
の
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る

（
一
一
一
四
一
一
一
、
一
一
一
四
五
・
一
一
五
、
一
一
六
、
一
一
一
○
、
三
一
一
一
）
。
「
卵
そ
の
も
の
」
の
検
索
結
果
か
ら
も
、
「
理
性
」
章
Ｃ
が
「
精
神
」
章
の
展

開
に
絡
ん
で
い
る
こ
と
は
、
推
し
量
れ
る
で
あ
ろ
う
（
「
理
性
」
章
Ｃ
以
前
の
用
法
は
、
意
識
が
対
象
に
外
的
に
関
わ
る
の
で
は
な
く
、

（
ｕ
）
 

〈
問
題
と
な
る
事
柄
に
内
在
な
い
し
即
し
て
〉
と
い
う
意
味
な
の
で
問
題
と
し
な
い
）
。
こ
こ
で
は
、
「
事
そ
の
も
の
」
の
成
立
と
そ
の

ら
か
に
し
て
お
こ
う
。

三
「
事
そ
の
も
の
」
の
位
相
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識
は
、
心
の
う
ち
に
普
遍
的
な
も
の
、
法
則
を
立
て
（
人
類
の
福
祉
）
、
世
の
定
め
で
あ
る
現
実
を
変
え
よ
う
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
心

の
法
則
」
が
現
実
化
さ
れ
て
、
「
普
遍
的
な
秩
序
」
（
一
一
○
一
一
一
）
と
な
る
や
、
心
の
う
ち
な
る
法
則
は
、
撤
廃
さ
れ
る
は
ず
の
も
の
に
な

っ
て
し
ま
い
、
よ
そ
よ
そ
し
い
も
の
に
転
じ
て
し
ま
う
。
こ
こ
で
は
、
個
体
の
心
の
特
殊
な
内
容
が
、
そ
の
ま
ま
普
遍
的
な
も
の
と
し

て
妥
当
す
べ
き
だ
と
さ
れ
る
た
め
に
、
そ
れ
ゆ
え
個
体
性
と
普
遍
的
秩
序
と
は
対
立
さ
せ
ら
れ
る
た
め
に
、
心
の
法
則
と
普
遍
的
秩
序

と
の
双
方
に
属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
自
己
意
識
は
、
「
ゑ
ず
か
ら
の
本
質
（
心
の
法
則
）
が
す
か
さ
ず
非
本
質
と
な
り
、
染
ず
か
ら
の

現
実
（
普
遍
的
な
秩
序
）
が
す
か
さ
ず
非
現
実
に
な
る
」
○
一
○
五
）
と
い
う
意
識
の
錯
乱
に
陥
る
。
し
か
も
、
公
共
の
秩
序
は
、
人
々

が
そ
の
な
か
で
現
実
的
と
な
り
個
々
人
と
な
る
「
精
神
的
な
普
遍
性
」
（
一
一
○
七
）
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
「
万
人
の
万
人
に
対
す
る
戦

い
」
（
号
匙
・
）
、
個
々
人
の
（
心
の
法
則
の
）
織
り
な
す
現
実
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
公
共
の
秩
序
の
側
も
〈
普
遍
的
法
則
〉
と
〈
個

体
性
〉
と
の
対
立
す
る
姿
を
承
せ
る
。
錯
乱
は
い
っ
そ
う
深
ま
る
。

自
己
意
識
は
、
こ
う
し
た
錯
乱
の
原
因
を
〈
個
体
性
〉
に
ゑ
て
、
個
体
性
を
犠
牲
に
し
て
〈
普
遍
的
な
善
〉
を
実
現
し
よ
う
と
す
る

（
「
徳
の
意
識
」
）
。
「
世
路
（
尋
の
匡
目
｛
）
」
は
、
普
遍
性
が
個
体
性
に
食
い
物
に
さ
れ
、
普
遍
的
な
秩
序
が
「
内
的
な
本
質
」
（
一
一
○
八
）

に
す
ぎ
な
い
と
い
う
よ
う
に
転
倒
し
て
い
る
。
し
か
し
、
徳
の
意
識
の
「
善
」
は
抽
象
的
な
も
の
で
あ
り
一
‐
使
用
に
対
し
て
無
関
心
な

受
動
的
な
道
具
」
（
一
二
○
）
に
す
ぎ
な
い
と
す
れ
ば
、
「
徳
の
意
識
」
は
、
転
倒
し
た
現
実
と
真
剣
勝
負
す
る
こ
と
な
ど
お
ぼ
つ
か
な

い
。
と
こ
ろ
が
、
世
路
は
、
徳
の
意
識
と
の
戦
い
の
な
か
で
、
今
や
個
体
性
を
本
質
と
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
抽
象
的
普
遍
な
ら
ざ
る

「
個
体
性
に
よ
っ
て
生
気
づ
け
ら
れ
た
善
」
（
一
二
一
）
を
示
す
の
で
あ
る
。
「
こ
の
経
験
と
と
も
に
、
個
体
性
を
犠
牲
に
し
て
善
を
生

糸
出
す
と
い
う
手
段
は
崩
壊
す
る
。
個
体
性
こ
そ
が
、
即
目
的
に
存
在
す
る
も
の
を
現
実
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。
」
（
一
二
一
一
一
）

な
お
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
対
象
的
世
界
を
、
〈
普
遍
性
〉
の
面
に
即
し
て
、
確
固
と
し
た
「
公
共
の
秩
序
」
と
し
た
り
、
〈
個
体
性
〉
の

面
に
即
し
て
、
私
的
諸
個
人
の
織
り
な
す
関
係
（
典
型
的
に
は
「
万
人
の
万
人
に
対
す
る
戦
い
」
）
と
し
た
り
、
（
「
心
の
法
則
と
自
負

の
錯
乱
」
）
、
さ
ら
に
は
二
つ
の
面
の
相
互
的
鯵
透
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
（
「
徳
と
世
路
」
）
、
場
面
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
立
論
は
、
労
働
と
欲
求
の
相
互
依
存
関
係
の
な
か
で
、
普
遍
性
と
個
別
性
が
分
離
し
な
が
ら
鯵
透
し
あ
う
〈
市
民
社
会
〉
を
踏
ま
え

て
初
め
て
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
（
侭
一
・
・
ｓ
●
。
「
事
そ
の
も
の
」
の
成
立
す
る
境
位
は
、
す
ぐ
れ
て
近
代
な
の
で
あ
る
。
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②
「
事
そ
の
も
の
」
の
成
立
ｌ
〈
仕
事
（
言
③
鼻
）
〉
の
経
験
ｌ

か
く
て
、
個
体
性
の
行
為
は
、
も
は
や
世
間
と
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
世
間
の
な
か
で
安
ら
い
で
個
体
性
を
表
現
す
る

（
「
理
性
」
章
Ｃ
）
。
「
行
為
は
、
見
ら
れ
な
い
も
の
を
見
ら
れ
る
も
の
に
移
す
純
粋
な
形
式
で
あ
る
。
」
（
一
二
五
）
こ
の
意
味
で
は
、

「
普
遍
性
と
個
体
性
の
相
互
鯵
透
」
と
い
う
確
信
が
実
在
的
な
も
の
と
な
る
。
行
為
の
目
的
は
、
「
根
源
的
に
限
定
さ
れ
た
自
然
」
（
一
一

一
六
）
と
い
う
天
賦
の
素
質
ｌ
才
能
、
つ
ま
り
個
体
性
の
即
自
を
表
現
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
行
為
を
通
し
て
、
内
な
る
即
自
が
そ
の

ま
ま
外
に
表
現
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
目
的
Ｉ
手
段
（
行
為
）
ｌ
結
果
（
現
実
）
は
一
つ
の
円
環
と
な
っ
て
、
つ
ね
に
目
的
達
成
の
喜
び

を
個
体
性
に
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
個
体
性
は
、
ゑ
ず
か
ら
の
仕
事
（
作
品
、
ゴ
の
鼻
）
、
事
（
、
騨
呂
の
）
の
普
遍
性
を
確
信
す
る
。

し
か
し
、
仕
事
は
、
い
っ
た
ん
対
象
的
存
在
に
な
る
と
、
多
く
の
他
者
に
対
し
て
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
「
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
他

人
の
現
実
」
（
二
一
一
一
）
に
す
ぎ
な
い
も
の
に
な
る
。
個
体
性
は
、
生
成
し
た
仕
事
（
作
品
）
に
お
い
て
確
信
と
現
実
と
の
分
裂
を
経

験
す
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
普
遍
性
と
正
反
対
の
偶
然
性
の
経
験
は
、
個
体
性
を
意
気
消
沈
さ
せ
は
し
な
い
。
意
識
に
と
っ
て
は
、

こ
の
経
験
は
、
「
た
ま
た
ま
偶
然
の
経
験
に
す
ぎ
な
い
」
（
一
一
一
一
一
一
）
の
で
あ
り
、
一
仕
事
（
作
品
）
は
消
失
す
る
も
の
で
あ
り
、
消
失

は
作
品
の
契
機
で
す
ら
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
意
識
は
、
「
真
の
仕
事
（
作
品
）
は
、
行
為
と
（
対
象
的
）
存
在
、
意
欲
と
遂
行
と
の
統

一
で
あ
る
」
（
ず
匙
・
）
と
い
う
確
信
に
立
ち
返
っ
て
、
こ
う
し
た
確
信
を
、
「
（
対
象
的
に
）
存
在
し
、
存
続
す
る
も
の
と
し
て
主
張
す

（
胆
）

る
。
」
（
二
一
一
三
）
偶
然
性
を
帯
び
た
「
事
」
か
ら
独
立
し
た
「
事
そ
の
も
の
」
が
経
験
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
う
し
て
意
識
の
経
験
に
の
ぼ
っ
た
「
事
そ
の
も
の
」
と
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
事
そ
の
も
の
」
は
、
個
体

性
の
目
的
、
行
為
、
現
実
を
再
び
統
一
し
て
、
「
個
体
性
と
対
象
性
そ
の
も
の
と
が
相
互
鯵
透
し
て
対
象
的
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
」

（
一
一
一
一
一
一
一
）
こ
の
意
味
で
、
自
己
意
識
は
、
「
み
ず
か
ら
の
実
体
が
何
で
あ
る
か
を
意
識
す
る
に
い
た
っ
た
。
」
（
旨
。
．
）
し
か
し
、
こ
の

実
体
峰
個
体
僕
に
よ
っ
て
鯵
透
さ
れ
た
ｌ
ま
だ
「
精
神
」
に
憾
な
っ
て
い
な
い
ｌ
「
精
神
的
な
実
在
（
三
…
）
」
で
あ
っ
て
、

「
真
に
実
在
的
な
実
体
」
（
一
一
一
一
四
）
で
は
な
い
。
こ
こ
に
あ
る
の
は
、
「
み
ず
か
ら
の
実
体
と
は
何
か
の
生
成
し
た
ば
か
り
の
直
接
的

な
意
識
」
（
一
一
一
一
一
一
一
）
で
あ
り
、
「
事
そ
の
も
の
」
は
抽
象
的
な
普
遍
に
と
ど
ま
り
、
ま
だ
真
に
主
語
（
主
体
）
に
な
っ
て
い
な
い
。
そ

（
田
）

の
諸
契
機
は
、
な
お
個
別
性
の
側
面
に
属
し
て
い
て
、
な
お
主
語
の
ま
ま
で
あ
り
、
端
的
に
「
事
そ
の
も
の
」
の
契
機
と
し
て
は
定
立
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さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
個
体
性
相
互
の
間
に
、
欺
き
欺
か
れ
る
「
遊
戯
」
（
一
一
二
六
）
が
入
り
込
む
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ

れ
は
、
け
っ
し
て
「
事
そ
の
も
の
」
を
台
無
し
に
す
る
経
験
で
は
な
い
。

③
「
事
そ
の
も
の
」
の
位
相

個
体
性
と
普
遍
的
な
も
の
と
の
統
一
を
確
信
し
て
、
「
事
そ
の
も
の
」
に
ひ
た
む
き
で
あ
ろ
う
と
す
る
意
識
は
、
「
誠
実
仔
耳
｝
】
：
）
」

（
一
一
一
一
四
）
と
呼
ば
れ
る
が
、
「
事
そ
の
も
の
」
が
形
式
的
普
遍
で
あ
る
た
め
に
、
「
意
欲
」
だ
け
を
も
っ
て
、
「
事
そ
の
も
の
」
と
し
た

り
、
「
抽
象
的
現
実
性
と
し
て
の
事
そ
の
も
の
」
に
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
等
え
な
が
ら
、
「
自
分
の
行
為
と
い
う
か
た
ち
で
の
事
そ
の

も
の
」
（
一
一
一
一
五
）
に
関
わ
る
と
い
う
よ
う
に
、
異
な
る
契
機
の
間
を
揺
れ
動
い
て
、
そ
れ
ら
を
総
合
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
他
の
意

識
に
対
し
て
は
、
相
手
の
出
方
に
応
じ
て
、
差
し
出
す
契
機
と
手
も
と
に
お
く
契
機
と
を
交
替
さ
せ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ど
の
態
度
に

も
、
そ
れ
と
は
異
な
る
意
味
が
潜
ん
で
い
る
。
こ
こ
に
は
、
た
し
か
に
、
「
事
そ
の
も
の
」
の
諸
契
機
の
押
し
の
け
合
い
、
欺
き
欺
か

れ
る
と
い
う
関
係
し
か
な
い
よ
う
に
承
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
意
識
は
、
こ
こ
で
「
そ
う
し
た
二
つ
の
側
面
を
、
同
じ
よ
う
に
本
質

的
な
契
機
と
し
て
経
験
し
て
い
る
。
」
（
一
一
一
一
七
）
ま
た
、
上
述
の
交
替
は
、
「
事
そ
の
も
の
」
を
機
軸
と
し
て
生
ま
れ
る
の
で
あ
っ
て

み
れ
ば
、
「
意
識
は
、
諸
契
機
の
ど
れ
一
つ
と
し
て
主
語
で
は
な
く
、
む
し
ろ
い
ず
れ
も
が
普
遍
的
な
事
そ
の
も
の
の
う
ち
へ
と
解
消

さ
れ
る
と
い
う
経
験
を
し
て
い
る
。
」
（
一
一
一
一
八
）
こ
う
し
て
、
「
事
そ
の
も
の
」
は
、
抽
象
的
普
遍
性
を
脱
し
て
、
「
個
体
性
に
鯵
透
さ

れ
た
実
体
で
あ
り
、
主
体
」
（
旨
』
・
）
に
転
成
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
そ
こ
に
お
い
て
個
体
性
は
個
体
性
そ
の
も
の
で
あ
り
つ
つ
、
す

べ
て
の
個
体
性
で
も
あ
る
主
語
で
あ
り
、
そ
し
て
、
す
べ
て
の
人
な
の
、
そ
し
て
各
人
の
行
為
と
し
て
の
ふ
存
在
す
る
普
遍
的
な
し

の
」
（
豈
旦
・
）
で
も
あ
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
砿
、
こ
の
よ
う
に
主
議
化
し
た
「
事
そ
の
も
の
」
を
’
と
い
っ
て
も
。
ま
だ
い
か
な
る
内
容
も
も
っ
て
い
な
い
の
だ
が

ｌ
「
人
倫
的
実
体
」
（
二
二
九
）
と
し
、
こ
の
「
事
そ
の
も
の
の
豪
」
を
「
人
倫
的
な
意
識
」
薑
）
と
し
て
い
る
．
こ
こ
で
ば
、

個
体
性
の
表
現
で
問
題
に
な
っ
た
「
根
源
的
に
限
定
さ
れ
た
自
然
」
は
、
も
は
や
肯
定
的
な
意
義
を
も
た
な
い
。
「
自
己
意
識
は
、
こ

の
実
体
の
〈
対
自
存
在
（
個
別
的
存
在
）
の
契
機
〉
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
」
（
旨
」
・
）
か
ら
で
あ
る
。
「
事
そ
の
も
の
」
は
、
「
個

体
性
に
よ
っ
て
鯵
透
さ
れ
た
実
体
」
で
あ
り
、
個
体
性
と
ぴ
っ
た
り
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
峰
な
お
形
式
的
な
普
遍
性
を
免
れ
て
い
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⑩
「
立
法
澤
査
蓬
性
」
ｌ
一
道
震
の
生
成
」
、
「
対
自
存
在
に
属
す
る
画
ｌ

こ
う
し
て
、
「
事
そ
の
も
の
」
と
ぴ
っ
た
り
一
つ
で
あ
る
自
己
意
識
は
、
人
倫
的
実
体
の
法
則
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
語
る

さ
い
に
、
「
健
全
な
理
性
（
』
】
の
岨
の
２
コ
』
の
昇
訂
目
目
｛
【
）
は
『
何
が
正
し
く
何
が
善
で
あ
る
か
』
を
直
接
無
媒
介
に
知
っ
て
い
る
」
（
一
一

（
Ｍ
）
 

二
九
）
と
一
言
う
。
と
こ
ろ
が
、
「
健
全
な
理
性
」
は
、
無
条
件
に
妥
当
す
る
も
の
を
直
接
無
媒
介
に
、
「
格
言
の
形
式
」
で
語
る
が
、
た

だ
ち
に
矛
盾
を
露
呈
す
る
。
た
と
え
ば
、
「
各
人
は
真
理
（
弓
餌
冒
ヶ
の
己
を
語
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
無
条
件
に
語
ら
れ
る
義
務
に
は
、

た
だ
ち
に
「
も
し
各
人
が
真
理
を
知
っ
て
い
れ
ば
」
と
い
う
条
件
が
つ
い
て
し
ま
い
、
先
の
格
言
は
、
「
各
人
は
、
自
分
の
そ
の
都
度

の
知
識
と
確
信
に
し
た
が
っ
て
真
理
を
語
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
格
言
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
普
遍
的
必
然
的
な
こ
と
を
語
る
は
ず

が
、
確
信
と
い
う
偶
然
を
語
る
こ
と
に
な
る
。
「
健
全
な
理
性
」
は
、
普
遍
的
必
然
的
な
内
容
を
約
束
し
な
が
ら
、
偶
然
的
な
内
容
を

語
る
こ
と
に
な
り
や
自
己
矛
盾
を
き
た
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
立
法
理
性
（
カ
ン
ト
道
徳
性
の
形
式
主
義
）
は
、
人
倫
的
実
体
を

直
接
無
媒
介
に
規
定
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
内
容
を
偶
然
的
な
も
の
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
、
と
い
う
か
た
ち
で
限
界
を
露
呈
す
る
。

理
性
は
法
則
（
人
倫
的
実
体
の
本
質
的
な
内
容
）
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
理
性
は
、
「
あ
る
内
容
が
自
己
矛
盾
し
な
い
」
（
一
一

な
い
た
め
に
、
「
自
己
を
自
己
の
う
ち
で
区
別
し
て
行
為
す
る
個
体
性
」
（
一
三
八
）
に
お
い
て
充
実
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
人

倫
的
意
識
」
が
「
理
性
」
章
Ｂ
冒
頭
に
お
け
る
〈
対
自
存
在
に
属
す
る
面
の
道
徳
性
〉
を
指
し
て
い
る
所
以
で
あ
る
。

さ
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
「
個
体
性
と
普
遍
的
な
も
の
と
の
相
互
穆
透
」
、
ま
た
「
個
体
性
に
穆
透
さ
れ
た
実
体
」
で
あ
る
「
事
そ
の
も

の
」
の
成
立
を
ま
っ
て
初
め
て
、
「
人
倫
的
実
体
の
生
成
」
と
「
道
徳
性
の
生
成
」
（
「
事
そ
の
も
の
意
識
」
）
を
告
げ
て
い
る
。
「
理
性
」

章
で
の
こ
れ
ら
の
一
一
つ
の
関
係
は
、
ひ
と
え
に
〈
「
事
そ
の
も
の
」
と
個
体
性
と
の
直
接
無
媒
介
な
一
体
性
〉
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
事
情
は
、
「
事
そ
の
も
の
の
意
識
」
（
つ
ま
り
「
人
倫
的
実
体
と
は
何
か
の
意
識
」
と
は
い
っ
て
も
、
「
道
徳
性
の
生
成
」
の
第
一

の
面
）
の
立
ち
入
っ
た
規
定
」
（
二
三
四
）
で
あ
る
「
立
法
理
性
」
、
「
査
法
理
性
」
で
明
ら
か
に
な
る
。

四
二
つ
の
道
徳
性
の
位
相
ｌ
「
事
そ
の
も
の
」
に
即
し
て
Ｉ
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三
一
）
と
い
う
形
式
的
な
規
準
で
、
あ
る
内
容
が
法
則
た
り
う
る
か
杏
か
を
検
査
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
（
査
法
理
性
）
。
こ
の
形
式
だ

け
が
問
題
で
あ
り
、
「
検
査
す
る
意
識
は
、
法
規
の
内
容
に
な
す
現
実
性
に
貼
り
付
い
て
い
る
個
別
性
と
偶
然
性
に
あ
え
て
立
ち
入
ら

な
い
」
（
一
一
三
二
）
と
す
れ
ば
、
「
理
性
が
そ
な
え
る
法
則
の
尺
度
は
、
実
際
に
は
何
ら
尺
度
で
は
な
い
。
」
（
一
一
三
四
）

こ
れ
ら
立
法
と
査
法
と
は
、
「
事
そ
の
も
の
の
意
識
（
つ
ま
り
「
人
倫
的
実
体
と
は
何
か
の
意
識
」
）
の
よ
り
立
ち
入
っ
た
規
定
」
（
二

三
四
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
人
倫
的
実
体
は
、
個
体
の
意
志
と
知
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
ま
た
形
式
的
普
遍
性
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
で
も
な
く
、
「
存
在
し
妥
当
す
る
」
（
二
三
五
）
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ

う
し
て
、
個
体
性
に
即
し
て
人
倫
的
実
体
を
規
定
し
て
い
く
立
場
が
止
揚
さ
れ
て
、
「
精
神
的
な
実
体
（
三
の
冊
巳
は
、
現
実
的
な
実
体

に
な
る
。
」
自
己
意
識
そ
の
も
の
（
「
意
識
の
自
己
」
）
が
「
精
神
的
な
実
在
（
ヨ
の
冊
ら
の
う
ち
に
定
立
さ
れ
て
、
そ
れ
を
、
現
実
的
で
、

充
実
し
た
、
自
覚
的
に
担
わ
れ
た
（
用
一
ヶ
⑪
［
房
葛
口
協
【
）
実
在
と
す
る
」
（
一
一
三
五
）
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
立
法
の
法
則
と
は
異
な
る
、

万
人
の
意
志
と
も
い
う
べ
き
「
即
目
的
に
（
自
体
的
に
）
存
在
す
る
法
則
」
は
、
ま
ず
「
直
接
的
な
存
在
の
形
式
」
（
旨
」
・
）
を
と
る
。

す
な
わ
ち
、
生
成
し
て
き
た
人
倫
実
体
は
、
直
接
性
と
い
う
限
定
を
帯
び
た
も
の
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
理
性
」
章
の
道
徳
性
（
立
法
理
性
、
査
法
理
性
）
は
、
「
事
そ
の
も
の
」
を
個
体
の
意
志
と
知
か
ら
捉
え
よ
う
と
し

た
点
で
限
界
を
露
呈
し
た
。
そ
の
た
め
、
「
失
わ
れ
た
人
倫
に
対
し
て
、
目
標
と
さ
れ
る
だ
け
の
意
義
を
」
（
「
理
性
」
章
Ｂ
、
第
二

段
落
）
も
つ
べ
く
も
な
か
っ
た
。
か
く
て
、
そ
の
「
諸
契
機
が
迫
っ
て
い
く
目
標
は
、
人
倫
的
実
体
」
（
同
前
）
と
な
り
、
直
接
的
な

人
倫
に
席
を
譲
る
の
で
あ
る
。

②
「
良
心
」
ｌ
「
道
露
の
生
成
」
、
「
実
体
そ
れ
自
身
か
ら
出
て
く
る
面
」
’

と
こ
ろ
で
、
「
理
性
」
章
Ｂ
冒
頭
を
検
討
し
た
さ
い
に
、
「
道
徳
性
が
人
倫
実
体
自
身
か
ら
出
て
く
る
面
」
（
第
二
段
落
、
一
九
六
）

が
、
「
失
わ
れ
た
人
倫
に
対
し
て
、
目
標
と
さ
れ
る
だ
け
の
意
義
」
を
も
ち
う
る
面
で
あ
る
一
」
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
（
二
章
③
）
。
ま

た
、
「
こ
の
限
定
さ
れ
た
人
倫
的
実
体
（
「
直
接
的
に
実
在
的
な
人
倫
」
の
一
」
と
）
は
、
よ
り
高
次
の
契
機
に
い
た
っ
て
、
つ
ま
り
、
糸

ず
か
ら
の
本
質
に
つ
い
て
の
意
識
に
い
た
っ
て
初
め
て
、
こ
う
し
た
制
限
を
打
破
す
る
の
で
あ
る
」
（
第
八
段
落
、
旨
」
）
と
い
う
の

も
同
じ
趣
旨
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
人
倫
の
制
限
を
脱
し
た
「
人
倫
的
実
体
と
は
何
か
の
意
識
」
、
そ
れ
が
「
良
心
」
に
ほ
か
な
ら
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ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
「
精
神
」
章
「
Ｃ
、
道
徳
性
、
ｃ
、
良
心
」
で
、
そ
れ
ま
で
の
歩
み
を
、
「
事
そ
の
も
の
」
を
機
軸
に
し
て
、
こ
う
回

顧
す
る
。
「
事
そ
の
も
の
は
、
そ
こ
で
は
（
「
理
性
」
章
で
は
）
述
語
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
良
心
に
お
い
て
は
、
よ
う
や
く
主
語
（
主

体
）
で
あ
る
。
…
事
そ
の
も
の
は
、
実
体
性
一
般
を
人
倫
に
お
い
て
も
ち
、
外
的
な
定
在
を
教
養
に
お
い
て
も
ち
、
思
惟
の
自
己
自
身

を
知
る
本
質
態
（
義
務
）
を
道
徳
性
に
お
い
て
あ
っ
て
お
り
、
そ
し
て
、
良
心
に
お
い
て
、
事
そ
の
も
の
は
、
こ
れ
ら
の
契
機
を
自
己

の
も
と
で
知
る
と
こ
ろ
の
主
語
な
の
で
あ
る
。
」
（
三
四
五
）
す
な
わ
ち
、
「
理
性
」
章
で
成
立
し
た
「
事
そ
の
も
の
」
は
抽
象
的
で
、

し
て
、
本
来
の

な
る
の
で
あ
る
。

な
い
。
「
理
性
」
章
「
立
法
理
性
、
査
法
理
性
」
と
「
精
神
」
章
「
良
心
」
の
関
係
は
、
こ
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

こ
の
事
情
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
の
が
、
「
事
そ
の
も
の
」
な
の
で
あ
る
。
二
つ
の
「
道
徳
性
の
生
成
」
の
関
連
は
、
検
索
結
果

か
ら
も
窺
え
た
が
、
そ
の
内
容
に
立
ち
入
っ
て
お
こ
う
。

「
理
性
」
章
末
尾
で
、
抽
象
的
な
「
事
そ
の
も
の
」
に
替
わ
っ
て
成
立
し
た
「
即
か
つ
対
自
的
に
存
在
す
る
実
在
（
言
冊
の
口
）
」
が
、

「
同
時
に
、
自
己
を
意
識
と
し
て
現
実
的
に
表
象
し
、
自
己
を
自
己
自
身
に
対
し
て
表
象
す
る
と
き
、
精
神
で
あ
る
。
」
（
「
精
神
」
章

冒
頭
、
二
三
八
）
つ
ま
り
、
そ
う
し
た
実
在
が
、
そ
れ
を
依
り
所
と
す
る
意
識
的
担
い
手
（
「
精
神
は
現
実
的
な
意
識
の
自
己
」
）
を
も

ち
、
「
対
象
的
な
現
実
的
世
界
」
、
「
人
倫
的
現
実
態
」
（
旨
」
・
）
と
な
っ
た
も
の
が
、
「
精
神
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
理
性
」

章
で
「
精
神
的
実
在
」
、
「
人
倫
的
実
体
」
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
精
神
」
は
、
生
成
し
て
き
た
ば
か
り
の
も
の
で

あ
る
か
ぎ
り
で
、
二
つ
の
国
民
の
人
倫
的
な
生
活
」
（
ギ
リ
シ
ア
的
な
人
倫
）
で
あ
る
が
、
「
精
神
」
章
の
課
題
は
、
「
道
徳
性
」
と
り

わ
け
「
良
心
」
を
視
野
に
収
め
て
、
こ
う
立
て
ら
れ
る
。
「
精
神
は
、
そ
れ
が
直
接
的
に
あ
る
あ
り
方
を
越
え
て
進
柔
、
美
し
い
人
倫

的
な
生
活
を
止
揚
し
て
、
一
連
の
諸
形
態
を
へ
て
、
自
己
自
身
の
知
に
到
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
二
四
○
）
「
精
神
」
は
み
ず

か
ら
の
対
象
的
形
態
を
へ
て
、
「
自
己
自
身
を
確
信
す
る
精
神
」
、
つ
ま
り
「
良
心
」
に
到
達
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、

「
良
心
」
は
、
「
自
己
意
識
」
章
で
示
さ
れ
た
「
承
認
の
概
念
」
が
実
現
さ
れ
て
、
絶
対
知
へ
の
通
路
が
開
か
れ
る
局
面
と
ぷ
ら
れ
て

よ
い
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
さ
ら
に
、
「
理
性
」
章
で
示
さ
れ
た
「
道
徳
性
の
生
成
」
で
も
「
実
体
自
身
か
ら
出
て
く
る
面
」
と

し
て
、
本
来
の
「
人
倫
的
実
体
と
は
何
で
あ
る
か
の
意
識
」
と
し
て
ふ
ら
れ
て
初
め
て
、
「
良
心
」
の
実
践
哲
学
的
な
位
腫
が
明
確
に
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内
容
空
疎
で
あ
っ
た
が
、
「
人
倫
」
で
、
個
体
に
根
拠
を
も
つ
の
で
は
な
い
即
か
つ
対
自
的
に
妥
当
す
る
あ
り
方
を
と
り
こ
そ
「
教

養
」
で
は
、
国
権
や
財
富
、
そ
れ
ら
に
自
己
の
外
化
（
団
員
：
冊
曾
目
、
）
を
通
し
て
現
実
的
に
自
己
を
普
遍
化
し
て
、
対
象
を
自
己
化

す
る
自
己
意
識
、
な
ら
び
に
自
己
と
対
象
的
世
界
と
の
具
体
的
関
係
を
と
り
こ
み
、
「
道
徳
性
」
（
ａ
、
ｂ
）
で
は
、
具
体
的
な
定
在
の

場
面
を
越
え
て
、
自
己
と
し
て
知
ら
れ
る
普
遍
的
義
務
を
身
に
つ
け
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
良
心
は
、
事
そ
の
も
の
に
み
ず

か
ら
充
実
を
与
え
て
、
そ
れ
を
渡
得
す
る
」
（
旨
』
・
）
威
力
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
良
心
は
、
「
道
徳
性
が
人

倫
的
実
体
自
身
か
ら
出
て
く
る
面
」
（
第
二
段
落
、
一
九
六
）
と
し
て
、
「
失
わ
れ
た
人
倫
に
対
し
て
、
目
標
と
さ
れ
る
だ
け
の
意

義
」
を
も
ち
う
る
。
良
心
は
、
「
精
神
」
章
の
展
開
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
す
ぐ
れ
て
近
代
に
属
す
る
意
識
形
態
で
あ
り
、
人
倫
よ

り
高
次
と
い
え
る
の
で
あ
る
が
、
よ
り
積
極
的
に
は
、
近
代
の
境
位
に
立
つ
人
倫
を
根
底
で
支
え
る
知
と
い
う
意
義
を
も
つ
の
で
あ
る
。

「
良
心
」
は
、
道
徳
的
自
己
意
識
が
義
務
と
現
実
と
を
矛
盾
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
に
対
し
て
、
そ
れ
を
越
え
た
も
の
で
あ

る
が
、
「
自
己
が
そ
の
ま
ま
絶
対
的
真
理
で
あ
り
存
在
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
精
神
」
（
三
四
一
）
と
し
て
、
普
遍
性
ｌ
義
務
を
、
自

己
意
識
の
共
同
の
境
位
と
す
る
が
ゆ
え
に
、
普
遍
性
Ｉ
他
者
が
テ
ー
マ
化
し
て
、
自
己
ｌ
普
遍
性
ｌ
他
者
ｌ
承
認
と
い
う
「
精
神
」
を

か
た
ち
づ
く
る
契
機
が
、
全
面
的
に
展
開
さ
れ
る
場
面
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
良
心
は
、
そ
れ
ら
を
「
全
体
の
契
機
」
と
す
る
共
同
知

と
し
て
示
さ
れ
る
。
良
心
は
、
相
互
承
認
を
通
し
て
成
立
す
る
共
同
知
と
し
て
、
人
倫
的
共
同
体
を
積
極
的
に
支
え
る
知
と
い
う
意
義

を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

『
精
神
現
象
学
』
は
「
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
真
の
誕
生
地
」
（
Ｋ
・
マ
ル
ク
ら
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
「
理
性
」
章
Ｂ
冒
頭
の

「
人
倫
的
実
体
の
生
成
」
と
「
道
徳
性
の
生
成
」
を
検
討
し
、
「
事
そ
の
も
の
」
に
注
目
し
て
、
一
一
つ
の
道
徳
性
の
位
相
差
を
確
か
め

て
み
た
が
、
「
良
心
」
の
位
置
を
見
定
め
て
糸
る
と
、
『
精
神
現
象
学
』
の
人
倫
ｌ
道
徳
性
関
係
は
、
け
っ
し
て
特
異
な
も
の
で
は
な
い
。

な
る
ほ
ど
、
『
精
神
現
象
学
』
は
、
近
代
の
境
位
に
立
つ
人
倫
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
述
べ
て
は
い
な
い
が
、
そ
し
て
、
述
べ

結
び
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る
こ
と
を
課
題
と
し
て
も
い
な
い
が
、
「
良
心
」
の
境
位
に
、
「
限
定
さ
れ
た
人
倫
的
実
体
（
ギ
リ
シ
ア
的
人
倫
）
は
、
よ
り
高
次
の
契

機
に
い
た
っ
て
、
つ
ま
り
、
染
ず
か
ら
の
本
質
に
つ
い
て
の
意
識
に
い
た
っ
て
初
め
て
、
こ
う
し
た
制
限
を
打
破
す
る
」
（
第
八
段
落
、

一
九
一
○
と
い
う
位
置
価
を
与
え
て
、
近
代
に
お
け
る
人
倫
の
根
底
に
据
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
人
倫
共
同
体
の
性
格
を
規
定
す
る
も

の
と
な
ろ
う
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
イ
ェ
ー
ナ
期
の
思
索
を
通
し
て
、
近
代
に
お
け
る
人
倫
共
同
体
を
具
体
的
に
構
想
す
る
足
場
を
固
め
て

い
た
が
Ｓ
イ
ェ
ー
ナ
体
系
構
想
Ⅲ
』
）
、
『
精
神
現
象
学
』
の
「
良
心
」
は
、
い
か
な
る
知
の
上
に
人
倫
共
同
体
が
構
想
さ
れ
る
べ
き
か

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
「
精
神
は
新
た
に
自
分
を
形
成
す
な
お
す
仕
事
に
と
り
か
か
っ
て
い
る
」
（
序
文
）
と
い
う
歴
史

意
識
が
働
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
『
法
哲
学
』
を
視
野
に
入
れ
た
検
討
は
、
稿
を
改
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

注

（
１
）
『
糖
神
現
象
学
』
の
引
用
は
、
恩
、
。
］
。
の
閏
日
：
］
庁
・
言
、
鼻
の
（
：
叩
く
。
ｐ
慰
官
厨
・
ゲ
ー
ョ
８
斤
旨
屏
・
肩
口
シ
薗
旦
の
目
⑯
烏
『
言
鬮
；
・
庫
島
）

２
．
℃
・
か
ら
お
こ
な
う
。
（
）
内
は
、
ペ
ー
ジ
数
を
示
す
。
な
お
、
引
用
、
本
文
を
問
わ
ず
、
（
）
内
は
筆
者
の
補
足
で
あ
り
、
〈
〉
内

は
、
筆
者
に
よ
る
強
調
、
な
い
し
は
意
味
の
ま
と
ま
り
を
示
す
。

（
２
）
こ
う
し
た
本
格
的
な
論
議
が
開
始
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
新
た
な
資
料
、
発
展
史
的
な
研
究
方
法
に
も
と
づ
い
て
、
解
釈
の
問

題
提
起
を
お
こ
な
っ
た
、
○
ヰ
・
勺
唾
隠
の
－
．
，
脚
目
□
の
ご
目
曲
□
の
『
国
曾
・
日
の
口
・
一
・
四
の
」
８
の
の
黛
困
》
冒
卵
儒
用
］
⑪
宜
忌
の
月
田
』
・
ロ
・
目

（
オ
ッ
ト
ー
。
ペ
ゲ
ラ
ー
「
『
精
神
現
象
学
』
の
解
釈
に
よ
せ
て
」
奥
谷
浩
一
訳
、
『
論
集
』
第
三
一
号
、
一
九
八
一
一
、
第
一
一
一
一
一
一
号
、
一
九
八
一
一
一
、

所
収
、
札
幌
商
科
大
学
学
会
）
で
あ
っ
た
。

（
３
）
国
の
、
巴
。
§
日
：
］
前
言
：
。
（
庁
国
頓
・
・
月
宛
腎
烏
・
庁
‐
言
厨
騒
房
・
声
の
□
し
園
鳥
目
の
』
⑬
『
言
縣
隠
目
・
彦
島
）
田
．
⑪
（
】
の
目
曾
の
厨
厨
‐

日
目
罫
員
の
巨
皀
）
．
”
・
函
匿
．

（
４
）
］
鈩
観
蔚
甸
・
嵩
・
冒
岸
目
目
且
、
』
島
骨
片
・
篇
昏
【
厭
い
：
シ
扇
の
甘
目
」
・
§
図
』
凋
且
【
」
の
『
原
口
房
…
口
固
昏
勝
】
月
冒
５
つ
ご
匝
陦

目
」
宅
・
昏
辰
の
目
陦
：
□
ぐ
関
宮
ｍ
・
句
厨
且
鳥
貝
Ｐ
旨
・
后
＄
・
で
詳
し
い
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
捌
稿
『
ヘ
ー
ゲ
ル
良
心
論
の
位
相
ｌ
プ
ィ
ヒ
テ
を
視
野
に
お
さ
め
て
ｌ
』
（
浜
田
義
文
・
牧
野
英
二
縞
『
近
世

《
ド
イ
ツ
哲
学
論
政
』
所
収
、
法
政
大
学
出
版
局
、
近
刊
予
定
）
で
、
「
良
心
」
が
「
人
倫
的
実
体
と
は
何
か
の
意
識
」
と
し
て
、
人
倫
的
共
同

性
を
支
え
る
純
粋
な
共
同
知
と
い
う
意
義
を
も
つ
こ
と
を
、
詳
し
く
論
じ
て
お
い
た
。

（
６
）
ヘ
ー
ゲ
ル
『
精
神
の
現
象
学
』
（
上
巻
）
金
子
武
蔵
訳
、
訳
者
総
註
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
。
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（
７
）
］
届
弓
◎
旨
Ｐ
（
ｗ
ｐ
ｐ
③
山
。
輿
の
（
『
巳
日
Ｈ
①
』
①
厨
》
厚
目
・
日
の
目
。
］
ｏ
圏
①
骨
冒
西
日
［
」
①
出
⑦
、
⑩
Ｐ
イ
ポ
リ
ッ
ト
『
ヘ
ー
ゲ
ル
精
神
現
象
学
の

生
成
と
構
造
』
（
工
巻
）
市
倉
宏
祐
訳
、
・
岩
波
雷
店
、
一
九
七
五
。
．

（
８
）
餌
の
”
。
〕
増
》
ロ
③
ロ
○
日
①
ロ
。
』
Ｃ
亀
具
の
口
冒
農
苛
・
巻
］
し
・
ぐ
・
嵩
苣
ｐ
幻
○
浜
ご
旦
巳
。
・
に
フ
ィ
ソ
ド
レ
イ
（
国
且
一
畠
）
の
「
分
析
」
（
鈩
口
色
二
百
厨
）

・
が
付
さ
れ
て
い
る
。
；
：
．

（
９
）
回
・
国
口
汽
・
山
の
砲
儂
同
圃
口
庫
巨
円
庁
色
←
旨
・
』
①
ヨ
Ｙ
フ
ィ
ン
ク
『
ヘ
ー
ゲ
ル
』
加
藤
精
司
訳
、
国
文
社
、
一
九
八
七
。

（、）丙・ｚｏＨＢ悩県国の函の］い勺ｐｐｐｏＢ⑩ロ○一ｏ凰⑪②ご庁』。⑩。ｂ嵐○画］甘房『。：日。Ｐ②巨魁のＮｐ巳『の風ｑ己『⑩燭の艮溺の愚＄『ロ・ぷノーマ
ソ
『
ヘ
ー
ゲ
ル
「
精
神
現
象
学
」
入
門
』
宮
坂
真
喜
弘
訳
、
御
茶
の
水
雷
房
、
一
九
八
二
。

（
ｕ
）
『
事
そ
の
も
の
」
の
用
例
数
は
、
最
後
に
執
筆
さ
れ
た
「
序
臘
」
を
除
い
て
、
五
八
例
あ
る
。
検
索
に
は
、
千
葉
大
学
文
学
部
加
藤
尚
武
研

究
室
が
開
発
し
た
ヘ
ー
ゲ
ル
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
用
し
た
。
検
索
に
あ
た
っ
て
は
、
石
川
伊
織
氏
（
法
政
大
学
識
師
）
に
お
世
話
に
な
っ
た
。

な
お
、
五
桁
の
数
字
の
前
半
一
一
一
数
字
は
、
ペ
ー
ジ
数
を
、
後
半
二
数
字
は
、
行
数
を
表
す
）
テ
キ
ス
ト
は
、
ズ
ー
ァ
ヵ
ソ
プ
社
版
ヘ
ー
ゲ
ル
箸
・

作
築
第
一
一
一
巻
で
あ
る
。
”
し
～
毎
し
Ｉ
．
ｉ
…
７
，

二
巳
●
■
０
■
‐
ｂ

（
○
六
八
○
一
一
一
）
一

諸
論

Ａ
意
識
『
Ⅲ
悟
性
」
の
糸
）

．
（
一
一
七
一
一
一
四
、
一
二
五
一
○
、
一
一
一
五
一
一
一
一
、
一
二
五
一
七
、
一
二
六
○
七
。
一
二
六
一
一
一
○
、
一
二
七
二
四
）
七

Ｂ
自
己
意
識

○
 

四
一

ｃ
（
Ａ
Ａ
）
理
性

Ａ
観
察
す
る
理
性

（
一
九
一
一
一
一
一
一
一
、
二
二
一
○
三
、
二
一
一
一
六
一
四
、
二
四
一
一
一
一
二
）
四

三
七

（
し
即
か
つ
対
目
的
に
実
在
的
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
個
体
性

ａ
精
神
的
な
動
物
の
国
と
欺
蝋
、
あ
る
い
は
事
そ
の
も
の

一一一一一

（
一
一
九
四
○
四
、
一
一
一
○
四
○
七
、
一
一
一
○
四
一
二
、
一
一
一
○
四
二
一
、
三
○
四
一
一
一
一
一
一
、
三
○
五
○
五
、
一
一
一
○
五
一
○
、

一
一
一
○
五
一
五
、
一
一
一
○
五
一
六
、
一
一
一
○
五
二
二
、
一
一
一
○
五
一
一
六
、
三
○
五
一
一
一
五
、
’
一
一
○
六
○
一
一
一
、
一
一
一
○
六
一
一
、

．
・
・
・
〆
斤

一
一
一
○
六
一
一
、
一
一
一
○
六
一
一
一
一
、
一
一
一
○
六
一
七
、
一
一
一
○
六
一
一
八
、
一
一
一
○
六
一
一
九
、
一
一
一
○
六
一
一
一
五
、
一
一
一
○
七
○
七
、

一一一○七一八、一一一○七一一七、一一一○七一一一二、一一一○八一二、一一一○八一一一一一一、一一一○八一一一六、一一一○九○四、
一
一
一
一
○
一
一
一
一
、
一
一
一
一
○
一
七
、
一
一
一
一
○
一
一
七
、
一
一
一
一
○
一
一
一
一
、
一
一
一
一
一
○
一
一
一
）

（
一
一
一
一
一
一
九
、
三
一
二
一
一
一
○
、
一
一
一
一
五
二
五
）
一
一
一

ｂ
立
法
理
性

（
一
一
一
一
六
一
一
一
一
一
、
一
一
一
一
九
一
一
一
二
）
二

ｃ
査
法
理
性
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（
皿
）
カ
ソ
ト
『
道
徳
形
而
上
の
基
礎
づ
け
』
の
条
り
が
念
頭
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
局
」
・
・
閂
・
【
釣
具
・
の
『
巨
且
］
の
、
目
、
岡
員
巨
⑩
厨
冨
⑭
停
旦
の
『

、
旨
の
Ｐ
」
偉
且
の
目
の
‐
」
安
息
困
呂
①
．
』
巴
・
三
色
鶴
篠
田
英
雄
訳
、
岩
波
文
庫
、
四
六
頁
。

（
Ｂ
Ｂ
）
精
神

九

Ⅵ
精
神

（
一
一
一
一
一
四
二
三
）
一

Ａ
真
の
箭
神
、
人
倫

（
三
四
○
○
一
）
ｌ

Ｂ
自
己
か
ら
疎
外
さ
れ
た
精
神
、
教
養

（
三
六
八
○
一
、
一
一
一
九
○
八
七
）
一
一

Ｃ
自
己
確
信
的
精
神
、
道
徳
性
（
「
ｃ
良
心
」
の
み
）
（
四
六
八
二
一
、
四
七
一
○
五
、
四
七
一
一
一
、
四
七
一
一
六
）
五

（
ｃ
ｃ
）
宗
教

○
 

（
Ｄ
Ｄ
）
絶
対
知

○
 

（
辺
）
「
事
そ
の
も
の
」
を
、
ル
カ
ー
チ
の
よ
う
に
資
本
主
義
的
商
品
と
解
す
る
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
「
事
そ
の
も
の
」
は
、
近
代
市

民
社
会
を
基
盤
と
し
た
市
民
的
公
共
性
の
経
験
で
あ
ろ
う
。
ｑ
、
］
・
》
ｏ
・
ロ
』
菌
２
口
①
ご
目
ｍ
の
囚
凋
の
←
犀
一
・
画
・
の
目
鼻
“
Ｂ
ｂ
目
儲
骨
の
：
眞
骨

皀
鼠
『
公
民
・
『
若
き
ヘ
ー
ゲ
ル
』
（
下
）
生
松
・
元
浜
・
木
田
訳
、
白
水
社
、
一
九
七
一
一
、
四
一
六
’
七
頁
。

（
画
）
”
個
体
性
の
行
為
が
事
そ
の
も
の
で
あ
る
“
と
い
う
よ
う
に
、
「
事
そ
の
も
の
」
の
契
機
が
主
語
と
な
っ
て
い
て
、
な
お
自
立
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
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